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３ 外科手術の例 

 ハイリスクで一般的に死亡の可能性の高い外科手術は、「医療事故」とされ

てしまう確率が高いのではないかと思いがちである。しかし、むしろ全く逆で

あろう。手順さえ踏んでいれば、外科手術こそ「医療事故」とはなりにくい。 

 ハイリスクで一般的に死亡の可能性の高い外科手術は幾多もあるが、きちん

とインフォームドコンセントをして同意書を取得するか、「この患者は死亡す

ることがある」ことを適切に診療録その他の記録に記載しておくならば、むし

ろ外科手術の術中術後の死亡は「予期していた死亡」と取り扱われるのである。

つまり、「医療事故」とはされにくく、ハイリスクな診療科では多く同様な状

況が生じるであろう。 

 このことは、たとえハイリスクな外科手術のどこかの箇所に「医療過誤」が

混在していたとしても、何ら異なる結論にはならない。もともと「死亡」自体

を「予期していた」のであるから、それがたとえ「過誤」によってもたらされ

たとしても、「予期していた死亡」であったことは全く同じだからである。 

 なお、念のために付け加えれば、たとえ「医療事故」ではなかったとしても

「医療過誤」であったならば、今般の医療事故調査制度とは切り分けた上で、

遺族に謝罪して損害賠償をするなどして誠実な対応をしなければならないのは

当然のことであろう。 

４ 単純過誤の例 

 麻酔薬の１０倍投与や造影剤の用法ミスによる誤投与のようないわゆる単純

過誤による死亡であったとしても、場合によれば「予期していた死亡」として

取り扱われることもありうる。 

 医療安全管理をきちんと行っていて、「誤投与」防止対策も適切になされて




